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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第４期

第２四半期
連結累計期間

第５期
第２四半期
連結累計期間

第４期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 (百万円) 24,338 25,282 49,741

経常利益 (百万円) 1,496 1,661 3,290

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
(百万円) 745 1,017 1,636

四半期包括利益または包括利益 (百万円) 883 677 2,528

純資産額 (百万円) 46,939 48,819 48,584

総資産額 (百万円) 56,447 57,295 58,541

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
(円) 101.24 138.17 222.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 83.2 85.2 83.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 50 540 2,114

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △2,989 1,461 △4,467

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △497 △493 △552

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(百万円) 1,867 3,906 2,398

 

回次
第４期

第２四半期
連結会計期間

第５期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 22.08 62.22

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としています。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

なお、各セグメントに係る主要な関係会社の異動は、次のとおりです。

（砂糖その他食品事業）

当社は、平成27年４月１日に、当社を存続会社、当社の連結子会社であった日新カップ株式会社を消滅会社と

する吸収合併を行ったことにより、第１四半期連結会計期間より日新カップ株式会社を連結の範囲から除いてい

ます。

（その他）

　主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済につきましては、円安基調の持続や原油安等を背景に大企業

を中心とする企業収益や雇用環境は堅調に推移しましたが、依然として力強さを欠く個人消費や中国経済の減速

をはじめとする海外リスクの高まりなどにより、景気減速が懸念される状況にあります。

海外原糖市況につきましては、ニューヨーク市場粗糖先物相場（当限）において１ポンド当たり12.00セント

で始まり、５月中旬にはブラジル中南部での降雨によるサトウキビ圧搾遅れや歩留まり低下懸念等から、今期高

値となる13.60セントをつけました。その後、タイ・インドでの砂糖生産量の上方修正等を背景とした世界的供

給過剰感やブラジル通貨レアル安の進行等を材料に下落に転じ、８月後半には今期安値となる10.13セントをつ

けましたが、底値感から12.17セントまで値を戻し、当第２四半期を終了しました。また、国内精糖市況（日本

経済新聞掲載、東京）につきましては、前期末から変わらず上白糖１㎏当たり185～186円で当第２四半期を終了

しました。

このような状況のもと、砂糖につきましては、猛暑にもかかわらず飲料・氷菓向けの出荷がふるわないなど、

消費減少傾向にあります。しかしながら、前期の消費税増税の影響が解消したことにより、業務用、家庭用とも

前年を上回りました。また、当社独自製品である、きび砂糖は消費者の嗜好に合致する商品として好調な出荷を

維持しました。果糖等その他の甘味料の販売につきましても、順調に取扱高を増やしました。その結果、砂糖そ

の他食品事業の合計の売上高は23,563百万円（前年同期比4.2％増）、セグメント利益は1,372百万円（同29.1％

増）となりました。

その他の事業につきましては、ドゥ・スポーツプラザを運営する健康産業事業は、会員数が伸びたほか、エス

テ等の付帯営業が好調に推移し、増収増益となりました。また、冷蔵倉庫事業におきましては、畜産品および氷

の取扱いが前期に引き続き好調でしたが、港湾運送事業におきましては輸入合板の取扱いが減少しました。その

結果、合計の売上高は1,719百万円（前年同期比0.1％減）、セグメント利益は211百万円（同1.2％増）となりま

した。

 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は25,282百万円（前年同期比3.9％増）、営業利益は1,584百

万円（同24.5％増）となりました。営業外損益におきまして、台風被害による原料サトウキビの減産から新光糖

業株式会社の業績が悪化したことなどを受け、持分法による投資利益が174百万円減少し、経常利益は1,661百万

円（同11.0％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,017百万円（同36.5％増、前年同期には健康

産業事業に関する会社分割に伴う特別退職金398百万円を計上）となりました。

 

（２）資産、負債および純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は25,928百万円となり、前連結会計年度末に比べ570百万円減

少しました。これは主に有価証券（譲渡性預金）が960百万円減少したことによるものです。固定資産は31,366

百万円となり、前連結会計年度末に比べ676百万円減少しました。これは主に投資有価証券が484百万円減少した

ことによるものです。

この結果、総資産は57,295百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,246百万円減少しました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は5,609百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,089百万円減

少しました。これは主に支払手形及び買掛金が684百万円減少したことによるものです。固定負債は2,865百万円

となり、前連結会計年度末に比べ392百万円減少しました。これは主に引当金が193百万円減少したことによるも

のです。

この結果、総負債は8,475百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,481百万円減少しました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は48,819百万円となり、前連結会計年度末に比べ234百万円

増加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益1,017百万円および剰余金の配当441百万円による

ものです。

この結果、自己資本比率は85.2％（前連結会計年度末比2.2ポイント増）となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より1,508百万円増加し、3,906百万

円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、540百万円の収入となりました。

主なものは、税金等調整前四半期純利益1,546百万円、減価償却費494百万円、法人税等の支払額△332百

万円、ならびに売上債権、たな卸資産、仕入債務、その他流動資産およびその他流動負債の増減△1,025百

万円です。

なお、前年同期に比べ490百万円の増加となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益の増加465百万円、役員退職慰労引当金の減少△177百万円、持分

法による投資損益の減少174百万円、特別退職金の減少△398百万円、法人税等の支払額の減少346百万円、

ならびに売上債権、たな卸資産、仕入債務、その他流動資産およびその他流動負債の増減△69百万円です。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、1,461百万円の収入となりました。

主なものは、余資の運用である有価証券の純増減額1,960百万円、有形固定資産の取得による支出△362百

万円、有形固定資産の除却による支出△112百万円です。

なお、前年同期は2,989百万円の支出であり、主なものは、余資の運用である有価証券の純増減額△1,200

百万円、投資有価証券の取得による支出△1,362百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、493百万円の支出となりました。

主なものは、配当金の支払額△439百万円です。

なお、前年同期は497百万円の支出であり、主なものは、配当金の支払額△442百万円です。

 

（４）事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、32百万円です。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 　発行可能株式総数（株）

普通株式 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30,000,000

計 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成27年９月30日）

 提出日現在発行数（株）
（平成27年11月11日）

 上場金融商品取引所名
 又は登録認可金融商品

 取引業協会名
内容

普通株式 　　　　　　　 7,557,961 　　　　　　7,557,961
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 　　　　　　　 7,557,961 　　　　　　7,557,961 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

　平成27年７月１日～

　平成27年９月30日
　　　　　― 7,557,961 　　　　　 ― 7,000 　　　　　― 1,750
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

住友商事株式会社 東京都中央区晴海１－８－11 27,654 36.59

CGML PB CLIENT ACCOUNT/COLLATERAL

(常任代理人 シティバンク銀行株式会社)

CITIGROUP CENTRE, CANADA SQUARE, CANARY

WHARF, LONDON E14 5LB

(東京都新宿区新宿６－27－30）

5,668 7.50

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 3,849 5.09

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 2,465 3.26

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 2,000 2.65

ブルドックソース株式会社 東京都中央区日本橋兜町11－５ 1,332 1.76

CBNY DFA INTL SMALL CAPVALUE

PORTFOLIO

(常任代理人 シティバンク銀行株式会社)

388 GREENWICH STREET, NY, NY 10013, USA

 

(東京都新宿区新宿６－27－30）

1,192 1.58

むさし証券株式会社 埼玉県さいたま市大宮区桜木町４－333－13 1,021 1.35

平野　孝憲 愛知県名古屋市中村区 957 1.27

MSIP CLIENT SECURITIES

(常任代理人 モルガン・スタンレーMUFG証

券株式会社)

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON E14 4QA,

U.K.

(東京都千代田区大手町１－９－７)

747 0.99

計 ― 46,886 62.04

（注）１．当社は、自己株式を1,974百株保有していますが、上記大株主からは除外しています。

２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数は、全て信託業務に係る株式です。

３．平成27年９月４日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、シンプレク

ス・アセット・マネジメント株式会社が平成27年８月28日現在で以下の株式を保有している旨が記載され

ているものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんの

で、上記大株主の状況には含めていません。

　　なお、その大量保有報告書(変更報告書）の内容は以下のとおりです。

大量保有者　　　　　　　　シンプレクス・アセット・マネジメント株式会社

住所　　　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内１－５－１

保有株券等の数　　　　　　株式　1,056,400株

株券等保有割合　　　　　　13.98％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 　株式数（株） 　議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 197,400 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 7,317,000 73,170 ―

単元未満株式 普通株式　　　43,561 ― ―

発行済株式総数 　　　　　　7,557,961 ― ―

総株主の議決権 ― 73,170 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式14株が含まれています。

,

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日新製糖株式会社
東京都中央区

日本橋小網町14－１
197,400 ― 197,400 2.61

計 ― 197,400 ― 197,400 2.61

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,398 2,906

受取手形及び売掛金 3,963 3,814

有価証券 14,100 13,140

商品及び製品 3,562 3,627

仕掛品 471 361

原材料及び貯蔵品 1,432 1,596

その他 571 482

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 26,498 25,928

固定資産   

有形固定資産   

土地 8,133 8,133

その他（純額） 4,861 4,636

有形固定資産合計 12,994 12,770

無形固定資産 198 185

投資その他の資産   

投資有価証券 16,558 16,074

退職給付に係る資産 730 779

その他 1,648 1,645

貸倒引当金 △87 △87

投資その他の資産合計 18,849 18,411

固定資産合計 32,042 31,366

資産合計 58,541 57,295
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,854 2,170

短期借入金 1,100 1,100

未払法人税等 394 550

引当金 318 306

その他 2,031 1,482

流動負債合計 6,699 5,609

固定負債   

引当金 413 219

退職給付に係る負債 153 146

その他 2,690 2,499

固定負債合計 3,257 2,865

負債合計 9,956 8,475

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 12,020 12,020

利益剰余金 26,237 26,812

自己株式 △294 △295

株主資本合計 44,963 45,538

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,003 706

繰延ヘッジ損益 9 △8

土地再評価差額金 2,131 2,131

退職給付に係る調整累計額 477 452

その他の包括利益累計額合計 3,621 3,281

純資産合計 48,584 48,819

負債純資産合計 58,541 57,295
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 24,338 25,282

売上原価 19,746 20,279

売上総利益 4,591 5,003

販売費及び一般管理費 ※ 3,319 ※ 3,418

営業利益 1,272 1,584

営業外収益   

受取利息 7 7

受取配当金 45 77

持分法による投資利益 176 2

その他 9 7

営業外収益合計 239 93

営業外費用   

支払利息 7 7

支払手数料 4 4

その他 3 5

営業外費用合計 15 17

経常利益 1,496 1,661

特別損失   

固定資産除却損 17 115

特別退職金 398 －

特別損失合計 416 115

税金等調整前四半期純利益 1,080 1,546

法人税等 335 529

四半期純利益 745 1,017

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 745 1,017
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 745 1,017

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 100 △300

繰延ヘッジ損益 39 △18

退職給付に係る調整額 △5 △25

持分法適用会社に対する持分相当額 3 4

その他の包括利益合計 137 △339

四半期包括利益 883 677

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 883 677

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,080 1,546

減価償却費 389 494

固定資産除却損 17 115

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 6 △9

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16 △193

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △59 △48

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1 △7

受取利息及び受取配当金 △53 △84

支払利息 7 7

持分法による投資損益（△は益） △176 △2

特別退職金 398 －

売上債権の増減額（△は増加） 607 148

たな卸資産の増減額（△は増加） △714 △117

仕入債務の増減額（△は減少） △761 △684

その他の流動資産の増減額（△は増加） 23 29

その他の流動負債の増減額（△は減少） △111 △402

その他の固定負債の増減額（△は減少） △5 △5

その他 2 △37

小計 634 749

利息及び配当金の受取額 102 131

利息の支払額 △7 △7

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △679 △332

営業活動によるキャッシュ・フロー 50 540

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の純増減額（△は増加） △1,200 1,960

有形固定資産の取得による支出 △426 △362

有形固定資産の除却による支出 － △112

投資有価証券の取得による支出 △1,362 △4

無形固定資産の取得による支出 △11 △16

その他 10 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,989 1,461

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △55 △53

配当金の支払額 △442 △439

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △497 △493

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,437 1,508

現金及び現金同等物の期首残高 5,304 2,398

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 　1,867 ※ 　3,906
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当社は、平成27年４月１日に、当社を存続会社、当社の連結子会社であった日新カップ株式会社を消滅会社

とする吸収合併を行ったことにより、第１四半期連結会計期間より日新カップ株式会社を連結の範囲から除い

ています。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事

業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更しています。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しています。加えて、四半期純利益等の表示の変更およ

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第

２四半期連結累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを

行っています。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項

（４）および事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会

計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

次の関係会社等について、金融機関からの借入等に対し債務保証を行っています。

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

新東日本製糖㈱（借入債務）（注）　　　 386百万円 新東日本製糖㈱（借入債務）（注）　　　 285百万円

日新サービス㈱（仕入債務）　　　　　　 41 日新サービス㈱（仕入債務）　　　　　　 48

従業員住宅融資等（借入債務）　　　　　  1 その他　　　　　　　　　　　　　　　　  0

　　　計　　　　　　　　　　　　　　　 429 　　　計　　　　　　　　　　　　　　　 333

（注）当社保証額です（前連結会計年度　総額773百万円、当第２四半期連結会計期間　総額570百万円）。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりです。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

製品保管料および製品運賃 992百万円 1,102百万円

賞与引当金繰入額 210 198
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（四半期連結キャッシュ･フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 1,867百万円 2,906百万円

有価証券勘定に含まれる取得日から３か月

以内に満期日の到来する譲渡性預金
― 1,000

現金及び現金同等物 1,867 3,906

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

(決　議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 441 60 平成26年３月31日平成26年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

(決　議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 441 60 平成27年３月31日平成27年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

砂糖その他

食品事業

売上高      

外部顧客への売上高 22,618 1,720 24,338 － 24,338

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 1 1 △1 －

計 22,618 1,721 24,339 △1 24,338

セグメント利益 1,063 209 1,272 － 1,272

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない以下の事業セグメントです。

健康産業事業、冷蔵倉庫事業、港湾運送事業、不動産賃貸事業

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 

砂糖その他

食品事業

売上高      

外部顧客への売上高 23,563 1,719 25,282 － 25,282

セグメント間の内部

売上高又は振替高
3 3 7 △7 －

計 23,567 1,723 25,290 △7 25,282

セグメント利益 1,372 211 1,584 － 1,584

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない以下の事業セグメントです。

健康産業事業、冷蔵倉庫事業、港湾運送事業、不動産賃貸事業

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 101円24銭 138円17銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百

万円）
745 1,017

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
745 1,017

普通株式の期中平均株式数（百株） 73,609 73,606

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

日新製糖株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 武内　清信　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　一樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日新製糖株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日新製糖株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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